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 4 月 29 日（昭和の日）には、昭和百年記念式典が行われた。この式典に、天皇・皇后が

出席していたが、「お言葉」はなかった。翌 30 日に、宮内庁から、「天皇・皇后が昭和の 100

年を振り返るに当たり、過去の歴史から謙虚に学び、深い反省とともに平和を守るための

努力を続けることが大切であると考えている」とのコメントが発表された。天皇が発言す

る時、毎回のように「憲法を守り」という文言がある。憲法 1 条で「天皇は、日本国の象

徴であり日本国民統合の象徴であって、この地位は、主権の存する日本国民の総意に基づ

く」と謳われ、憲法が天皇制の基盤であるからである。そして、今年の 8 月 15 日に、天皇

は、「全国戦没者追悼式」において、「戦後の長きにわたる平和な歳月に思いを致しつつ、

過去を顧み、深い反省の上に立って、再び戦争の惨禍が繰り返されぬことを切に願い」と

述べ、過去の反省を常に強調している。高市氏は、国民の支持を得た民主主義で国政を行

っているという自負があるらしい。天皇は憲法遵守と立憲主義を語り、過去から学び、反

省が必要だと語るが、高市氏は、天皇の「憲法遵守、過去の反省」を言わせたくない、聞

きたくないのではないか。彼女は 1994 年、当時の村山首相に「勝手に（国を）代表して謝

ってもらっちゃ困る」と抗議している。翌 95 年の戦後 50 年の侵略を反省する決議に対し

「私自身は当事者とは言えない世代ですから、反省なんかしておりません」と発言した。

彼女は、先の大戦を「自衛のため」と正当化し、戦争責任は必要ないと、過去の歴史を見

ている。そして、「改憲の機会があれば真っ先に変えようと思う」と語っている。 

 岩波の『世界』の 9 月号は「終わらない戦争を生きる」を特集している。ロシアのウク

ライナ侵攻、イスラエルのガザ攻撃は、もう何年も経つが、終わりそうにない。そして最

近、戦争で負った PTSD（心的外傷後ストレス障害）の悲劇が注目されている。PTSD は、米

国のベトナム戦争帰還兵に現われ、注目されるようになった。日本では、そんな軟弱な兵

士はいないと伏されていたが、鬱病、アルコール依存症、家庭内暴力、自殺などに苦しむ

元兵士と家族が大勢いた。その人々はケアが受けられず、苦悩を重ねていたのである。ま

さに「終わらない戦争を生き」ていた。私は、中尾智代氏の「天皇オランダ訪問 不可視化

されたデモ」の報告を興味深く読んだ。2026 年 6 月、天皇・皇后は、オランダを、王室と

の交流、友好関係を築くために公式訪問をした。友好ムードを伝える報道はあったが、隠

された事実があった。第二次大戦中、日本軍はオランダが植民地支配していた蘭領東イン

ド（インドネシア）に侵攻した。兵士 3 万 7 千人を捕虜にし、現地で暮らしていたオラン

ダ人 10 万人を抑留し、泰緬鉄道建設などの強制労働に従事させた。兵士の 23％、抑留者

の 10 数％が死亡し、多大な苦悩を負わせた歴史がある。1971 年の昭和天皇の訪問の際に

は、反日感情がうずまき、2000 年の上皇の訪問の時にも、抗議行動があった。今回の令和

の天皇の訪問では、オランダは厳重な取り締まりを行い、抗議活動を許さなかった。しか

し、式典の後、「天皇に謝ってほしい」という人々が集まり、少数ながらスタンディング・

デモがあった。この行動は不可視化され、表には出なかった。オランダは、インドネシア

に対し 2022 年、2026 年に首相が植民地支配と搾取への謝罪を表明している。日本からは、

明確な謝罪がなく、戦争はまだ終わっていないと、異議申し立てを起こしたのである。過

去の歴史を検証し、過ちを率直に認め、謝罪する時、和解が生まれるのではないか。過去

は関係なし、反省の必要もなしと言う高市氏のような国家観を持つ人は他国との外交がで

きないのではないかと、深い危惧をもつ。謝罪は卑屈になることではなく、まともな人間

になることであり、共に生きることが始まる喜びに繋がる。 


